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【要約】 

 

 現代日本において自国の伝統文化を学ぶコト、またされにより他国の文化を尊重する態

度を養うことが要請されている。しかし、若年層の伝統的生活文化に対する意識はむしろ減

衰している。そこでこの論文では、茶道による体験型教育がどのように文化のそのものの受

容を促進するかを、129 名専門学生を対象に質問用紙を用いて検証している。 

 結果として、茶道体験講座の受講は、「親しみやすさ」「日常的」「やさしさ」［楽しさ］「敷

居の低さ」の全ての項目において茶道に対する印象をポジティブに変化させる効果を持つ

と示唆された。 

 

 

【感想】 

  

 私自身も茶道を体験した前と後では、茶道の印象が大きく変化した。この論文の質問項目

にもあるように、敷居の低さという点についてはかなりポジティブに捉えることができた

のではないかと思った。茶道について、敷居が高くて茶道をするには恐れ多いと感じる人は

多いと思うので、一度茶道を体験してみることはとても大切ではないかと思う。他の質問項

目にもあるように、茶道を体験すると昔から茶道というものが合ったとは言え、とても日常

的なものに感じた。茶道は単なるお茶会だけではなく、心と心のかよわせ合いというものも

あるのでは無いかと思うので、ただ茶道をして終わったのでは意味はないと思うが、茶道を

授業や研修に入れることはとても良い取り組みなのではないかと思った。 
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